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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 
 本研究は、２００１年に NPO 法人北海道グリーンファンドが日本で始めて市民出資により建設された「市民風車」の出
資者が、出資後どのように変化しているか確認すると共に、そこにはどのようなプロセスが潜んでいるのかを明らかに
するために実施した。市民風車に関する概況は全国に１１本の市民風車が建設され、延べ３６２３人が２０億８４００万
円を出資するまでに広がっている。現在石川県輪島市で１１本の市民風車が建設中である。 
 本研究の手法は、定量と定性の２つを活用した。定量的手法は石狩市民風車の５９６名の中で、北海道在住者に対
してアンケート調査を実施したが、北海道グリーンファンドにとっても非常に有意義な結果がでたので、２次的に全数調
査まで実施した。定性的な手法では、アンケートにお答えいただいた人の中からインタビューに応じてくれた３０名に対
して、大室が現地に赴き面接法によるインタビュー調査を実施した。 
 アンケート調査の結果では、出資以前から環境配慮行動をしており出資後も変化なしという人が５５人(16.7%)、出
資以前から環境配慮行動をしていたが出資後さらに変化したという人が 156 人(47.5%)、出資後にのみ環境配慮行動
をとった人が、117 人(35.7%)という結果になり、すべての人が出資後環境配慮行動をとっているという結果が明らかと
なった。特にユニークな点は、出資後にのみ変化した人で、市場のツールである出資という行為が環境配慮行動をと
るように変化するきっかけとなっているということである。 
 インタビュー調査結果では、その行動変化をもたらしたプロセスを確認したところ、出資というリスクを伴う行動が、風
車関連のニュースや政府の政策に関心を持つようになり、環境問題を意識するように変化していった結果、環境配慮
行動をとるようになってきている。そのほかにも、市民風車に出資したという経験が環境を意識させるという結果となっ
た。このように経験を共有することで、人々の意識は確実に変革するということが確認された。このように出資行動は、
環境配慮行動をとるようにさせるということが確認された。そして、そのプロセスは経験を共有することと継続的な関心
がもたらすことが確認できた。 
 今後は、本研究の成果をソーシャル・イノベーションと結びつけ、理論化を図っていきたい。 
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